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昭29年ん月下旬、秋田市でおこなわれた. 混枚球や生改ﾡの現地童用試整 

打合会の折に 諸騒となった歯変方法のうち.故生劇ﾡに調しては 通当な解説 

常 の必要がみ とめられたので. と リ あえず参考資#と してまとめてみたしのであ 

る .

この脚史書 では 現地適用試戦の内老と.打合会の折の状ﾡから判断して.ﾡ 

ﾡのとおり 粧続性をしたせる回定的な場合と. もう一つは実ﾡを判定する〜時 

的な場合の二つの代表的な方法を とりあげることにした.

ごれら2布法の外に 方形法では7〜8ﾡ. ライン法でも/〜2隻 その他べ 

ルト法.ボイント法ﾡ多ﾡ多線の方法があるが それらについては 機会をみて 

解説することとしたい.

また この解炎せでは 2方法の調査のしかたにﾡ失をおさ. 単地の群遂学的 

な分折を行う場合に 附断する我々の調交については. 型想の打合会の折にぬ明 

したので. 谷ﾡし た .

昭和2?年5月

ﾡ林省本業試験場ﾡ営部

営ﾡ林牧野研究室 井上、 お一部



ﾡによる方形法と Line Interception 法 の 解説

目 次

1ﾡによる方形法 .......... .…… .............. 3

1>調会用具 -.........    3

2) 方形ﾡの 設定法 .......   ・---- s
3) 測 定 法 .......................     s

(1)小才形区の希号 ・ 5 (2)ﾡ物の誠別.... &

(3 ) 本数の測定  : 7 (4)虹【犬の測史 ラ

4)野候記入法 ............     9

小 野 幅 の 形式. タ (2)記入才法 ........  o

5) 取 額 法 .................        /0

a>頻度 .... ノ/ (2)本区度 .../(3)平均# メ.々

6)報告書の形式 ................................. ノ2

2.格状法 く力形表の府用的な) ............................. %

1)由在用兵 ................................................. ル

2設来を ..................… .......................

3)烈 走法 ..................................................... s

4野帳ﾡ入法 ...... .........  ./s

5) 取 条 法 ....      -5

6) 垓 告 書 の 形 式 ........   .•… s

3 Line Interception 法 ....... ヽ ................ 6

1)調表用長 ....................-......   &

2 ) 談 ﾡ 法 ・...・... ・ ・........ -...  ....  ..............  ノ6

3型ﾡ法 .................................................. &

4> 野報記入法 ............................................... 8

5攻 製 法 .........................     8

1 枠による方形法

二の方法は 方形法またはコドラート法(Qvadrat method) の一顛で 打 

合合の折に説明し た S2uares byuseofafvane の 方法である.

そして渕定の しかたは Court @vadvat く4体数計ﾡ法) ○☆形 したもの 

である-

I)超書 用 具

二の方法によって歯変するたのには 方形詳 本締よたは京報折ヌ 野44 

を用ﾡする.

まづ方形ﾡのﾡ造についてのべよう- 大ささは ﾡ査を行う土地の状ﾡによっ 

て 色々に変えなければならない,すなわち 堂生のまぼらな海岸砂世 球地た 

どでは比校的大きいﾡ綱を異とするので #も大きくなければならないが わ 

が優の枚呼では一坂に. /〜Z～平方で突行している例が多く なかでも もっ 

とも役われているのは. /～手方である. それで ノﾡ手才の面ﾡについてﾡ在 

を行う場合について説ﾡする-

#はォ/のように 本の枠をそれそれ叙み合わせて 方形とする. これに 

俠用する棒底 太ﾡと金量会とがあるが。一ﾡに体本氣のしのが供われている. 

金居銀のものも •軽い金星 で、作典したら 利町ﾡﾡはあいとﾡわれる. 紫考等は 

でさノnZOc% 中ct. 厚さ2ct.の太災のﾡをﾡ合わせて使用している. 

っさに 組合わせかたは ﾡ々秒えられるが. たと才ばオ2ﾡのようにホ央を 

ほって押しこむ方法 *3図のようにネ>によつてとのるか法などがある。 そo 

場合 オノﾡのように.内夕がノx ク ocx になるように細合 わせる.

っざに. ォ2回または才3区のように 各4本の林の※から与cの商に( 

部を少し残して ) 小釘を打ち あとで小さな方ﾡ区を作る鳥の※細をかける% 

に用いる. っぎに オノﾡのように 旅短 を かける釘 を. 町略にうざっきに同 

採に打ちこむ •そして演后の釘は. /赤目の打と同じまらに 周辺から 6CE の 

は所になる ・ 釘と針の向岡は. い ろい ろ考えられる . 筆者幹は. 従まは zooxと 

して侠用したので、. ノ本の欄に釘は 6 水くすなわち. クxさ5ﾡ4) xふ形区 

と2区作ったのであるが。現世遊用試験で•は. 先ﾡの打合会の祈の説明のよ う 

に オノ図の如く 間隔をノ。M とする.すなわち.ノ本の神にノ/本の額を 

打ち (/wを '0ﾡ分)・小方形区を /oc区伯る. また. のように. ﾡを打っ 

かわりに、小穴をあけてﾡを量してもよいが 釘よりも手数はかかる.
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3 図才

紀は小方形区を作るﾡにﾡ用するのであるが、約2mじﾡなので、 あまり太 

くない 本ﾡﾡを用い るとﾡ利で ある. そレて. オノぽのように. ﾡとﾡに系 り ・ 

/00区を作る .

折 は . っざの渕定の既に単犬を測るにい る . 普通 ノxの長さのものを供用 

する.

2) な形ﾡの設定法

ﾡの設定法の. 一般的な方法については 祈合会の祈に試ﾡしたのでﾡ話し 

現地盗用桜ﾡでは ソノ試段区 /答所談定する. ただし. ﾡﾡ書ﾡ係○試戦では 

後に並べる「方形法○起用的な滞状法」を保用するので： 設定法については 後 

の項を参照せられたり.

方形ﾡの設定する方向は →求石によって 2辺の方使を決のておくとﾡ利 

である.たとえば、試ﾡ区 番号などと記入した抗にむかって. 左右のﾡの向 

は向北 上下のﾡを求面の方ﾡに合わせて設定するのも 一つの方法である- 

く な“図琴爍のご と)

つざに. 現地ﾡ用破では 一定の期間中. ﾡﾡしてﾡ生の表せんを部式する 

探がある- そのためには、 方形ﾡをﾡ衣に設定した伎ﾡに定する必要がある 

が. 曲去区炎だけのﾡを作り回定するよりも オムのように. 各辺の中央部に 

区核させてみ本のﾡ木と打ち ごんでおけば. 連ﾡ同じ使額に方杉ﾡを設定するこ 

とが出求る.さらに その城太の中. 北の方向にあたる/本に 区の表号を記入 

しておけは 小お形区のな号し簡単に判明素る.

3)渕 足 法

cノ 小方形区の春号

• ・S



ﾡによつて区動して出朱た. /0○協の小方兆区にそれそれ盗号をっけるが、 客 

人の約送で目的が逢せられる. ﾡ者は . オのように. 方形ﾡのま北ﾡの小方 

形区をんo/ヒレ 収次京7田にむかつて、No.2 o3 %.4とMooまで下 

り. さらに北方にもどって」 o ノ/から ペo.2o まで2列同を測定する. 二○よ 

うにﾡにﾡみ 南品岡のNoo0でﾡ了する. 愛するに調ﾡ初年目に決めのた約求 

は 2年ほ以降もじように実行すると 後で多谷となることが多い.

(2) ﾡ物のﾡ 別

各小方彩区ごとに ﾡ後 本数 靴大を測定するのてあるが 以下図に統明す 

るこ ととする.

まづ 描物を識別しほければならなし). すなわち.小ス形区に出現するポ物は 

すべてニれを別するのであるが →般には森ﾡ 苔類 歯須守を合のない. 

バしながら. これらのﾡが. その認査地で非常にﾡﾡて 祖当に大きな面救と

オ//ﾡ

/T-ﾡチ 
7///ア

No.
2

チ
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//77777//elzZ

• / ア/ア7ア/lz/zT 
/ / /7/77/7ん7s7

/7//

郷/// ///// // 
//// / //// //P/

//00/ o /0/70/6Q

占有している場合は. そのように記救する要がある.

しちろん ﾡ道も対糸となるわけであるが、 社歯の譲別は相当にﾡﾡしなけれ 

ば 価ﾡであ っ て 子桑 の属頃期では.ほどくと不 他 といってよい. ヒくに単 

子茶類は非格にむづかしい. 削練を っめば. 本業2〜 火本をっけれは.ほぼ& 

ﾡが出求るので 関定の対4とする. ﾡ地支用試ﾡでは 本業4～4校以上のも 

のについて測定する こ ととする- これらの 招物 は. とくに「ﾡ苗」とm品レてお 

く方が根利である.

盤地名は.知名であすことにする.測会ﾡが」非常匚類物分類に箱通し. しか 

もﾡ定のbﾡをっんでいる調去月であれば. 定ﾡ求さまみおけるのが さわめ 

<ﾡく 野松に記業する制査兵がそのま1記&出求ないことが、ししばお=る. 

そのような場合は. ﾡ老ﾡは ラテン名の』名の最文ﾡを記ぶとして後用する= 

ともある. たとえば.ズスキはMな く 昼名 は Miscanthus). ト ダンバ は Ar c 

同じく Arundinella ) オオアブラズス キは Sp(Spodiopogon). シは z。( 

Zoysia) ﾡと記す.

と=ろで. 各(在日が出堤したﾡﾡを会評は別出求ることが たてまオである 

が.往々にして不明のﾡ数があらわれたリ. 又忘却する埸合がある. 三のような 

とさは しレカ宮名で知っているとさは方き名を、または自分の約束で一た部号 

さっけ 胴乱にいれて符ちかえ り. 文献または操本等によって識别して 和名を 

記戴 するように する. たとオば xNo3 とか キクxNo.I とか ヒカダス 

グ？ ヒか野機に記入し 団じくお季にも記入して」 その 超物に結 び■.胴乱 に入 

れ る .

(3)本数の 測 定

数Wした&ﾡ物にっuて それそれの本*きx止する. =o場4 courtov- 

adretでは・ 個休と野促と し たとオズスキがノな本のKをもって/はと形 

炭しているとすれば ススキはノとレて測ﾡするのでおるが この方形法で* 

ノ5本として測定する. すなわち「株」という才えかでなしに. を単なと 

L た方法を様用 している. っざに ・ よﾡなoに っいて 本求の測止をにっ0て 

説明する.

イネ 料 こののものは-一般に株さ彩ばしているしのが多いが、

そらの株を構べしている冬ﾡ区を測足する. すなわち アプラススキのような 

Bunchgvass, トグンバのようなSodgvass. シバのようなBentavass 

tい づれも その業数を/ネづっ測定するのでめる- tいt. 接を単俭 として 則

7
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定するとすれば、Bunch gvassは比ﾡ的塚易に測定出求るが Bent8vassは 

しちろん. Sodgvassも測定が非常に国ﾡとなる-また 履年月探弟をくりか 

オされている Bunchgvas5し. なかなか与易でない.

本救の測定は ﾡの教をかるえるのであるが この葵ヒいうのは. 決レて郷の 

みをさ してはいない. まだ母き形広レて いないよう なﾡいもので. 薬たとﾡﾡの 

みでノ個体を形しているものでも. 本数として測定する. オ5別はﾡ型ぼヒし 

てのせたものであるが. 参照せられたい。

カマッ ッ グ サ 科 二の件のしの は . →最に株を形炭 し 装よするも

のが多く. ことにスゲだはいちじるしい。それで本老の測定はイネのﾡ契に洋 

じて行うわけで 各ﾡ教をも って/本とする.すなわち ヒカゲズ ゲに例をとれ 

ば ォ6のように」 /株をもって/とせ ず おのおの ○個体を 測定 するわけ で 

ある. ただこ の場合 ヒ カ ゲズ ゲは昨伸役 した古い ﾡ井が.1のよう に附奇 し 
・

ているが. これﾡの挙たは渕定しない: すなわち. こののものは番重3校の兼 

井を3出して/ 個体を 形成 レてい るので'. これをしってノホとするのである-

その他化の平想 オカト ラ/オの よ うに 単整のもの またはオトコ

ヨモギのよ うに核姫むらがつて様となっているしのﾡあるが いづれし ﾡ表をか 

*えて本教とする- このﾡ合 地際附近からわかれる例校を本救の中に合めない 

よう法たを要する。また オトコエツのように.何ﾡ校を出 して新しい個体を形

していくよう なﾡ類は. すでに発ﾡしてあしい個体を切り溶して も生育出注求る 

ような状突におれば. これは/本として加える.

ﾡ木およびササ類 生育してい る幹の本故を測定する - 地光除附から 

仲びる例枝をも測定しないように法ﾡしなければならない. ただし、 明らかに新

しいﾡ好によって生じた個体であれば この本るし加そる- また. 入ギ類のよう 

に. 前において刈リ取. またはﾡ度の喫をうけた場合は 新レいﾡ券を表本発 

生す るが ごの場合はおのおのの施芽をか*才て本救とする .

(4) 虫メだ の測定

各ﾡ物ごとに. *の単だ または樹高を測定する.測定の部位は.地除からそ 

の植物○項までの長さであるが イ本ﾡ契は最ﾡ※の未方のﾡ生まで. ﾡ本 

ﾡはしっと し樹高の高いﾡの芽の恭部まてヒ する .

この場合.波点を要するのは 側方にﾡいて生育している格物は. 才7aのま 

うに 虫直になおすか. または物差を斜めにしてその控場の矢際の長さを到定す 

る .

っ ざに .小方形区にノ本よ り 出しないﾡ物は、その 草丈 を 測定 する ことに左 

るが ス本上出ﾡした場合の測定法について説頃する. =の場合 一般に方法 

は3ﾡﾡ考え られる.まづ、 の 出現した各個体ごとにノ本づっ全部測定する-

②感高のﾡメの個体と. 瑕低 の個体の Z 本を測足する. ③③最高の事*の個体 

を / 本渕ﾡするがあるが. ①②と②は構な調査をば異とする場合にも ちい られ 

現能通用貳版をは ③の力法を様用するこヒとする.

以上のような測定を 各小方形区ごとに 次おこ なうのである.

4)野報記入法

(/) 野微の彩式

以上の渕足は、 ノ人の調査民でふっ ら行うのであるが 愛定着の該ん甘李渓を 

好极に記入するために. さらにノ名のﾡ部着がじ受であり 計2名で部査班をっ

く る.

記入する野根の形式は. ﾡ々ﾡえられるが. 琴するに測定着の教んビ中浜を.

正確に. かっ止に記入出表ればその目的は走せられるのである-

ﾡﾡは. 本内該牧試段のﾡ生状況をま査する ために ォノ 表のよう な野ﾡを 

便用 している. 二れについて認覇すると. まづ方彩ﾡを設ﾡした試験区さ明らか 

にするため.牧区.か区. 地 No. を設け、西査実行ﾡ係では. 年ぶ日 部査 

ﾡの記入神さ設けた. っぎに 糸号のﾡは小方形区の本号(現盗営験では ノ* 

から/o○本よで>. 後名は識別したﾡ物名を 本教はマのﾡ物の合計本救 高さ 

はその植物の最高坂大を記入する,伸考ﾡは. 「権苗」 とか: 実食を多けている 

とさは「食者」ヒか. または「損」とか. 最喜がはなはだしいヒきは「者」 

とか. その小形区がヒくにﾡ営類の被及が高いときさはそのよう区、それそれ記入

98



する-

(2>記入力法

以上ﾡ明したように. 各小形 区 ゴヒ に. 測定したﾡにしたがって. 野ﾡに記入 

するのであるが. 以下例をあげて その計ﾡ法まで説明するので、 っざの来を# 

照されだい.

オ/表未

B 小E * 
ノ ?5年5F

地 o. 3
2○日 0査査 神? ミ a野

僅号 空 名 ﾡ さ 条号 役 名 高 さ 範 ち

/

2

3

4

ト ダシバ 

シベスゲ 

シラヤマギク

ト グ ・ ベ 

ヤマハギ

ト ダン ズ 

イヌヨモギ 

オケラ

ト ダッ パ 

イ ヌョモギ 

ママドコロ

ク

2 

之

? 

/

6 

/

3

5 

よ

/

s8

/ 夕

/

4 7- 

se

/2 

s*

夕

8

3

8

権 古

s

マクシソウ 

シラママギク 

ママハギ 

セ ンボンヤ り

ト グン べ 

シラママギク 

イヌョモギ 

オケラ

以メ下省話す

%

/

2

3

火

3

/2

o

8

/3

45

2o 

/ 
/2

会 g

1

$)取殺法

計求の 順 にしたがって説明する.

①②まづ. 小. 方形区 ごと に. 本数の知をもとめる. すなわち. 竹例で悦明す 

ば、小方形区のんo.ノでは8本. o.2は/0本 No3は/0本 No.グはる 

○本.o.よはノ2本どなる. -

② っざに 各ﾡ独ごとに 各小方形区におけるの整徴との本教サ合をもと 

○る.すなわち. トグンバは. Noノ では会本桜8本 うちトグン火本さ占の 

るのでﾡ. No2 では7る. o.3ではるヒなり、 またシラヤマギクは. 

No/ では子, MzN と No.3 はなレ. No.4ではる. o.5 では名ル な

10

る-

③ このように して. 各単ﾡ別 にもヒめた数字を. つざのようなにする-

ャ2表

ト ゲ ッ バ 4る% あ ヌ ......

シバスゲ 之 ........

テる規シラママギク

ママハギ お % .... ・.・・

イヌ ヨモギ な5る

オケラ こ ・ .....
/。 ・ /Z

ママ ドコロ ノ
20

マクシソウ ぁ

センボンヤマ リ 昜......... •

二の表から. つぎにのべる、頻友と本救監ﾡを計算することになる.

ある単継が どれだけの及合で出ﾡしているか すなわち出ﾡu後がのﾡ独 

とくら べてどれﾡの辛をも っているかという=と をあらわすもの ヒレて 「頻友」 

をHいる.えに 本衣とは無肉保である.

具体的にのべると ある撃ﾡが.ノ0○ﾡの小方形Eの. どの区にもあらわれて 

いるとさは. その平独のﾡﾡは/00%となり ノ区より出ﾡしないとさはノと 

なる。しレ も小方形区が25ﾡのときは. 25節の小方形区のどの区にも全部出 

ﾡし たとsは100%、 t こ けに出現L たとおほ4みこ な 3.

それでﾡﾡ 無 度 の 計算 は • 各卓独ごとにﾡ○表によっ て.記べされている分 

教の献 を 数え 百分とにしてもとのる。

c②)本秋血友

ノ ﾡのケ形の中に おいて. 各革義が. どのさう な本教歩合でﾡ生 してuるか 

を明らかにするために 本校ﾡ度を算出する

11



ﾡ表によって試明すると. トゲンバは小方形区のMo./ ではす. Mo.2 では 

念...  となっているが. これらの冬小方形区内の本教少合のﾡ細をもとの 

っざヒに小方彩区救(/ooゝ で徐して予均し. さらに百分報に直してしヒめる- こ

の合 各分数は小数にﾡﾡし た 方が計ﾡにﾡ利である。

ト ダ ン バ 05.+ クタ 十 十 0.25 十 0.25

シバスゲ 

シラ* マギク 

ママ人ギ

0.25
o.z5+ o.o5 +o.3ラ

o.ノ +o./

この数享 を徳って計籍す朮 広. トグンベは合計え$0となるので・ 猛度は

る。*。 ○=25 ・ シバス ゲは 025 % . シラヤマギク 2.49%. ヤマ

ハギは ・2% と それ *れ なる -

()平均単メ

各単ﾡにっいて 冬小方形区において測定したﾡ大を加ﾡし. 平均レてそのﾡ 

族の平均学丈をもとめる. すなわち. 最長高卓大のみを測定したﾡ合は予均氏高ﾡ 

メとなり. ふ方形区で手均ﾡメを測定したとさは手均丈となる. これによって

各早ﾡの生育状ﾡ およ びう依ﾡなﾡ成状ﾡが明らかとなる.

野ﾡを2表のように盛理する場合に 卓犬もともに記ﾡしておく と(例才ば卜 

グンバ を を.念 …… )計ﾡにﾡ利である-

6ゝ報告者の 形式

三れまでにのべた加去事項を. フざの形式で報告老をっくる.

の ま今出受したﾡﾡを#別に分類する-すなわち.ス表によって 向科に 

ﾡする控抜はこれを集の科刷に配"するのであるが での双才は はじのに家商 

との肉係の脳切なものをﾡげ、長后にお太ﾡをのせるのがﾡ利である- すなわち 

ィネ#. タヶ. マメ科. キク4の植物をはじめに記岐する.

例をっざにかかげてみる. 、

オ3ﾡ
之 牧 区. 8小区」 林地.

名 極 る No.l No.2 No.3 No.4

イ ネ # ト ダン バ 0 〇

ススキ ○

ト ボ シ が ラ 〇 • 〇 〇

12

タヶ社計 コウスバ ザサ 〇 〇

ア ゾマネザサ 〇 〇 〇

カマッソグサ ヒカ ゲスゲ 〇 〇 ○

シバス ゲ 〇 〇 〇

マメ ズスビ トヘギ 〇 0
キグ シラヤ マギク 〇 ○ 〇 〇

オヶラ 〇 〇 〇 〇

イスョモキ 〇 〇

ヤクシソウ 〇 ○

•
シ ソ 科 ママハッカ 〇 . 〇

セり#計 イ プキボウフウ 〇 〇

以 下 略

② つぎに 各単ﾡごとに頻及 本ﾡﾡ. 平均単犬のﾡをっくるのである

が 二の場合もﾡﾡの記列は3衣に準じて行う- 4表を参尽せられたい-

, ♦ 以 表

No.1 N。 2
本故区歩 奨 英 本炎症 王均支

トグシ バ
%

ノラ 0
% 

83
C 

38.5
& 夕/ C 

3ラ

ススキ '4.o 28 44 8
トボシカ ラ ノ0.2 /. 3 2o.5

コウスバザサ s. o o.e $o. 3

アッマネザサ 8 o 2ミ S2夕 2 o o5 3o.5

ヒカ ゲズ ゲ 8.o 4.3 /夕o

シバス ゲ 6.o /.5 /4.4 5, e パ 75
シラャ マギク 3クo /8.0 /4.2 ク o 2ミ 5
メ下話

13



2 帯状法(方形法のﾡ用的な)

先殺の現地打合の際に. 左ﾡおにどする試戦におい ては およと平生ビの ﾡ験 

性を研ﾡする性ﾡよ.ﾡ生のさ金は 細でいロット. すなわち ﾡ状にプロッ 

ト を扱ける よう 战明 した が.. この方法 につい て っざに逃送べる.

.→般に.ﾡ状法といえば いわゆる生ﾡ学的なBeltbisect.xは Belt 

tvansect 法 をさしているが'. ごの方法はそれﾡと胡会方法とずにしてりるの 

で. ヒくに「才形法の応用的な」としたものである。

a ﾡ 用浜

方彩法ではﾡさﾡヒしたが.このお法では 教歩 区類,折火 野をﾡ庵 

する. この外ﾡさ /3c 内外の 2○徐ぐらいの 針全 名 ス～ ラ本用点する-

紐は木辅または麻紐をもちい. 先端から約ス0Cの央にまづ しるしをっけ 

っざに /ocxのﾡに次にしるしを附し・低初の炎から /ののぴさまで. ご 

のようにしるしをつける. 混后 し約 z。 cc ばか り a名 とる- しるしは. ﾡオ 

エナメ ルﾡでっ けるが. ﾡいﾡ糸でずれないよ う に回く 彼回まい て結んでも ま い. 

このようなﾡをス本用する <*8回)

鉄林は. 直径約5ww . ﾡさ25c内外のものを4用点する. 一労は.キ中 

に神入が出まるよう火らし 一ﾡはﾡをっくるヒﾡ用に保利である. (*8a

そ の他の語用兵は 方形法 の場合に準ずる.

そ)設定法

ある死松樹から、っぎの屈段描 

の方向に. 血様 に編査区 を 設ける-

すなわ ち.オ? 団の ように. / 

本の庄ﾡ樹のねえﾡに. ocx 

の前謝にス本の鉄神をﾡしこむ- 

この鉄神に /ocxの年uWにEセ 

ったス本 の資 そそれでれ 特で フ 

ざの左ﾡ樹の概えの才向に キ行 

にのばし・/0ﾡの産旅で. そや 

れて本の鉄ﾡに結びっける. うま

り ぞ本のﾡによって,小方形区ので辺を※めるごビになる.

尚紙統的にﾡ生の友き製式するめ裂上 この組查区を国定し なければならな

・が、 そのたのには 鉄(4本)の位ﾡを液しておくか. 又広鉄棒またはか 

りの針t金を定しておく ・

3)測定法

c/) 小方形区のネる

N 本の釈 によって、小方形区の2辺がきまつたが 他の2立は社金によ ってさ 

め る ・

すなわち 気につけた/ocaﾡのしるしの炎を. 針金 によ って結び. 小方 形 

区をっく る- 針金 は赤りエナメルで株色すると. つぜの区どの区画が判然とし.

渕セし別い. .

ごのように ス本の針金を交互に移ﾡして つざっざに小方形区き作りながら 

測定を行なふうのである.したがって.小才形区の号は オ/0図のように ー 

端から光まり ( No.). 花の地 でる. ( No.ノ00).

(②あﾡの誠 别

(3 本数の 測 定

() 草丈 。 測定

以上の各ﾡについては. /の方形法に米じて行う.

4)野ﾡ 入法

5J攻紙法

4)報告の形式

14- 15



この3ﾡについても 方形法にﾡじて行うものである.

3. Line InterCeption 法

この法は.ﾡ地のﾡの実俺と在しようとする場合に用いる. それで. 現 

地路用試ﾡの、ﾡﾡ樹ﾡ係 飼料木ﾡ係の試験にはﾡ用しない. 2〜3の研で計 

画 してい る林内ﾡ地のﾡ区の実ﾡ調去のたにのに この方法 を減せ て みたもの であ 

る .

■調蚕用具

この方法の調建区は 前の状法まりも要させまくなり ノ本の糸となる. そ 

の為 に. 直径2～3のワイヤーを月いる。 ツイヤーの長さはﾡ役30～3テな 

で足りる. っざに このワイヤーを回定するための鉄ﾡが2本感要である-鉄ネ

長さ約30cm 虫径約ノ0なののものぴ刑する.渕ﾡするたのには スαの鋼製 

巻天くスサールテーフ がﾡ利であ る.その他. 野 源石 等 を 用意 す る.

2)誤 定 法

ワイヤーは出来るだけ. ﾡﾡ面にﾡ着させるごとにより 関定が前易となり. 

しかも正確となる。このために. フイヤーは円盆状の木に巻さっけて快点する 

のが狭刹で,あう. ワイヤーの喪さは. 単生状況によって 三となるが Canfi- 

eld 氏が. しっとしよ いﾡを得られる長さ として 地表の幽及が くこ の旅歿 につ 

い <は後に取ﾡのの項の打に説ﾡす る ) 5〜 /5%の場合は 5oft く約/5m ) 
そ〜3のとさは ノooft (約3○m) と する様還べ ている.

調喪区(松)の 設定する我は サンルとしてとった各よにポて ノ6区以上 

必でであると述べている。沼北ア り ゾナの 25 o○oエーカ ー の 放牧用 に於 て行っ 

たﾡくは、調衣区の浜さが5oft, ノセクションにス協所. ノセクションのﾡﾡ 

は440エーカー (wち64○エーカーに2箇所) 合計ス5000エーカーに88ﾡ 

所の調書区 (ﾡ) を設けている。

3)測定法

この方法の調査区は 前にのべたように/本の祭であるが、異際に測定する際 

には/owaの中を持たせる- 二の場合両側に$mα づっとるよりはﾡ側へ/on 

さとっ た方がま t).. そして こ の祭がﾡ切っ たﾡ物にっ (て測定 するのぐある.

被場 に測定法 についてのべる。

まづ イネ科彩焕は線の猿切っ た株について 実除にﾡ切つている水さき渕ﾡ

16

する・然しながらシの様なBent8vass. トグシバの様な5odgvass. は 

渕足が困選であるが'. 筆者はﾡ Bentgvass.はﾡ又は素定で地表がほとんど 

かくされている場合はその衣したﾡさについて関測座し. Sod gvass につい 

て は母ﾡからはなれて失ﾡ して いる新しい個体を縦がﾡ切った場合はその姿の古 

経&測定する. オケルカヤ・ カモジグサ等の Buch gvass.にっいて は. 横セ 

ったﾡの糸の長さを測定するわけで簡ﾡに測ﾡ脳まる. カャッ り グサ科の もの は 

一般に Bunch 8va5s と ぼ様にして測れ る t のかが多い. ﾡﾡにつ いては は 

ブﾡのもの たとえばオトギリソウ スス ビトヘボﾡはその枚物の支のﾡ継さ 

測る- 次に状ﾡむらがっているもの 又は択生糸を伸しているもの. 例へばオト 

コエシ ノアザ. ﾡにつ0てはそのﾡ物の池表を占めている長さを測定する

才/』回

次にﾡ木ヌ ばﾡ本様やは その柏物のお慰さ茨切った祭の長さ名測定す る ・ 

師ち一般的放ﾡ木さはじめ先着はササし この様な測定合行いメワラ ビt日ﾡ 

の測定を行った. その環由は 一般にワラビの生育するﾡ地は二段ﾡ区さしてお 

り. 下底 即 ち 地衣部は 坂東. 蠶单熱等こよ って 占めらデ. 契にワラビはその上部 

をおおっているﾡなﾡ改状隆が多い. ししこの場合 ワラビの測定をよ記の単ﾡ 

のものに準じて渕定する時は ワラビの頻攻&区度が非常にいものとなり ¥ 

地の実健が正のられる率が胡査の結駅分った。*れでワラ ビの測定もﾡ木ﾡと 

じ方法を株用したのである. 尚1ﾡ物の復類による渕定法の向ﾡは. 契に研究さ義 

ける予である.

x上の測ル法を区示すれば、 オノノのとおりである.

なお附言すれば、三の方法では、縦がﾡ切っ走極物の位置は必愛でない. * 

で. ワイヤーには尺ﾡを記すようなことはしない.

・ i7



>野記入法

ごの調査は之名のﾡ査区で行なう. すなわち /名は測定し.他の ノ名 は野ﾡに 

部入する,

野の形式は、ﾡ者は才5衣のようなものをﾡ用している- なお この形式は 

ﾡ考は牧科型のﾡのために使用 しているものである. 超査区の設た位ﾡさ明ら 

かにするたの,場所.型.ﾡo. &政ﾡを記入し.その他ﾡの長さ 日西 

交始および終了時向、調喪ぎ等を記す. っぎに 測定ﾡが測したﾡにしたが( 

ﾡ物の控名 およびそのでさを記入してゆく-なるは一つ一つスズキ. トダンバ.

シバと記入 しなくてし. 調査者の 豹求 ぞ.ススキM2. トダンベはAr シバは 

Z。 (いづれしﾡ名の更文家)幸と記入すれば簡単である. (方形法のﾡ«も託叫した)

5> 取隆法

ﾡに掲げた呼ﾡさ基にして. ※にﾡ 

参別の 表を 作れば次 の採 になる. 邸ち 

条ﾡの人までがそれである. (以下こ 

の例にみって述べる予とする.) この 

ﾡから次及およ び 路族 を 計ﾡす るので 

あるが. 豺界の 顧 定に従つて述べる. 

先づ 各单独ゴヒ に その現回女を旅入 

する. (才。衣のB4)火に谷"の旅 

登の出現回数の和を求め. *の攻伯で 

(+e 石々の阜秋の出現回故を餘し 

た ものがその単ﾡのﾡ夕 となるく衣の 

C神). すわち.

々 ごその安ﾡのu型回数 し , ュ
. ポの現るの 管 " ・ 

次に名袋ごと に R さ の血を速べ る

( 来 の D欄 そしてその ・査の B に候 

用 レ たﾡのﾡさ ( ごの場合は ox >

でそれそれのﾡﾡの長さのﾡ(D神) 

さ係したものが. その単御の密及ヒな 

る. (表の=神)山ち

富A-1を橋、と年る-

この様に して頻区ﾡ及をﾡする

才 5 次
力M およ 遊 f
終 No2 Z Yz8n
Rさ 月 日 8-/6 - /夕55
向:始9:/5 終9:2ク a者井に神氏

8

控 名
|ﾡ 名 予 さ

ス・キ /z ァキノキリンソウ /
オトコェシ N ス , キ ノ之
ママバ ッ / ・ ス

ス ・ + ャ マハック ムタ
ッ / 4 x ヶ オ ク

ト ダシベ 4 i テ
ヒカゲスゲ 3 ト グシバ 5
= が ナ o.s ・

ヒスゲスゲ * ヒカゲスゲ

ス ・ ヰ 8 >がナ /
トグシ バ / /

シ / アキノ トリンウ /
アキノ キリンンツ o$ ワシビ 3 0
ワ ラ ビ トグシ バ /

2s

グ=ウッギ アオノキッ ンソク 25
ベッコマナ ギ 4 ス ・ キ / ヨ

クニウッギ 5/ アゾマネオサ /8
ァ ゾマネザサ 8 ス ・ 〒 /8
ワ ラ'ビ / 2 ヌ カ ボ

2」

オ 4 表

A 旦 C D 三

ッ
ス ・ キ /でス48/2 2ョ 8 N,ク 8/ : o

オトコヘン 2 : / マ5 • z : a ノ ク

ヤマ ハッカ / ◇5 : 2 o ノ5 : o.o8

ト ダ、 シ バ *ノノ5そ / : 4 /5o 火 : o.7o

とカ ゲスゲ ミ2 : s クタ o.45

エガナ の5^ バ 3 %s マテ : o.ノ3

アキノキッンンク 85ノノ&5 : K ノ。 o 3 : o./S

ワラビ /。 2522 : / /o.o 77 : s.85

タ= ウッボ 25 / : ス 5.o ク4 ； 3.8o

バッコウャナド 44 : / 25 44 ； ス3o

アッマ ネ ザサ 8 ノ8 : 2 $o 24 ; /3o

ズ 7 本 ク5スメ : 火 /o0o / : ”6

: 4o /cco ・
・

ので. ﾡ炭は各系独の合計が/00%となり他の胡ﾡ区との比ﾡが止まないが 部

及は常にその地の突ﾡをあらわし 味路の占ﾡが出未る-

以メよで.〜たるﾡ物にっい てのﾡﾡ及及の計算が炎たのでおるが.牧後型の 

部査を回的とする場合は 二 のﾡにるﾡ物があ る規ﾡのも とにﾡ列されて おらず 

し かもﾡ物独なが多秋にわたるとさはその次ﾡをﾡえる に非常に困ﾡきﾡずる- 

そ れ で•庫老一ぱ,これらのﾡ物を「ﾡ」に分怒したのぐある. その結ﾡはオ7表に

19

才 7 本
当 点 当 废

天す通りである. Bちズ」 キ トダシバを

長 35.o 5. 2e
紫のて不ﾡﾡに ヌカボはﾡﾡに、ヒカ

/2,2 ○クタ
ゲス ゲはズ ゲ殺に オトェシ.ヤマハッ

ズ グ' クタ e 5
メ・がナ アキノキリンソウ は多生ﾡ

g生盤予類 マ5. o e.44
類に. ワラ ビは ワ ラ ビ .源 に タニウッギ

ワ ラ ビ 飛 ノの.o 3ss
ベッコヤ ナギは雅號本 装 に アッマネササ

契 ク5
はササﾡにそれやれ朱めたしのである. 投

サ 類 5.o ノ3o
や型の西査 にボては ごの様にﾡ來に朱t計す

る率によ リ その目的は分に4られる、



Line Interception法

にっいて Canfield氏がﾡ介し て いる報告に契に先者がこれを僕用するに当 り 

精修正きのえたものにつ0てべた- この方法は先づ時的にみて 短時向でノ 調 

公区を終了出求る事が. 野外にポての大きな利央となっている- 方形法で従求 

者等の行つている方法ては ﾡにﾡﾡ裂になると/区ス時岡くﾡするが. この 

方法 ぐ・は祭が/ケαで/0今〜 20今. 平均 / ～ /5今 ぐ終了す る - a会者 

がﾡ郷な測定を長時向ﾡける李は誤溢をく 大きな尿因とな り • との灾からみて 

も この方法 は普及性が'ある. ﾡし ながらこの方法で超ﾡを行ふ際にははだ着千の 

同類次ある. すなわち本抑のﾡ地を対尽とした場合 各京類の測定部位について 

は受に研ﾡをﾡけなればならない. 試交結駅さみると。 支ﾡ頼の頻ﾡおよび脳 

灰が非略に大ご な他.となり• 表阜類 紙革ﾡはきわのて低くなっている。
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